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最近ではHTMLもさまざまな拡張が行われ、

表現力が豊かになった半面、覚えることも多く

なり、機能によってはかなり複雑なプログラミ

ングも必要になってきた。HTML作成ツールは

多いが、今回はフレームや表など最新のHTML

タグにも対応し、精力的なバージョンアップを

続けている「ハイパーエディット（HyperEd-

it）」を紹介しよう。

機能的には、ブラウザーで見る画面と同じ

画面を、そのまま編集するというタイプのもの

ではない。エディター上に指定したタグを、そ

のまま埋め込んでいくタイプのものである。し

たがって、できあがったホームページを見るた

めには、編集したHTML文書をWWWブラウ

ザーで読み込む必要がある。しかし、このソフ

トはなるべくタグの挿入やタグにつけるパラメ

ーターをGUIベースで手軽に入力できるように

工夫されており、ダイアログボックスで簡単に

指定できるようになっている。

たとえば、表（テーブル）を例にしよう。メ

ニューから「HTML（H）」－「テーブル

（S）」－「テーブルWizard（W）」を選ぶと、

行数と列数を入力するダイアログボックスが出

るので任意の数値を入力する。すると、まるで

表計算ソフトのように指定したとおりの表が現

れ、あとはデータを投入して「OK」ボタンを

押せば、適切なタグが付加されて内蔵のテキス

トエディターに挿入される。ほかにも、背景や

文字の色指定などが簡単にできるように工夫さ

れている。

操作の基本は、内蔵のテキストエディターに

テキストを記述して、マウスで範囲指定してタ

グを埋め込んでいく。ファイルの読み込みや、

クリップボードを介してのカット＆ペーストも

可能だ。WWWブラウザーの起動はボタン一発

で起動できるので、随時セーブしてブラウザー

でチェックできる。タグの選択はメニューバー

から行えるほか、スマートアイコンが使え、マ

ウスの右クリックでいつでもタグ選択のメニュ

ーがポップアップする。フレーム機能、表、背

景色、背景イメージフォントの指定と色指定、

水平線、フォーム入力全般など、タグのサポー

トは多彩だ。水平線については太さの指定が可

能と、細かい点が配慮されている。また、タグ

だけを除去する機能があるので、ダウンロード

したHTMLをテキストとして保存できる。

ブラウザーで見る画面をそのまま編集できる

タイプのものではないので、HTMLの基本的な

構造やタグを理解しておくことは必要だが、

「いちいち細かいタグのつづりを覚えていられな

い」「表やフレームなど手間のかかるタグを効

率よく使ってみたい」と思っている人には良い

支援ツールになるだろう。ハイパーエディット

はウィンドウズ3.1で使用する16ビット版とウ

ィンドウズ95やNTで使用するための32ビット

版が用意されている。 （石橋文健）

今月のおすすめは、表組みなどの最新機能をサポートしたHTMLエディター「ハイパーエデ

ィット」、ベクトルフォーマットの画像データをネットスケープに表示する「コーレル･CMX

ビューアー」、ウィンドウズ95のダイアラーに対応した料金管理ソフト「ダイアルアップ・

ウォッチャー」、テキストの中のURLをクリックするだけですぐにそのホームページを表示す

ることができるマッキントッシュ用ソフト「インターネット・コンフィグ」だ。

今月のおすすめソフト

表やフレームなど最新のタグにも対応しているHTML作成支援ツール

Hyper Edit［ハイパーエディット］ HTML作成ツール
（ウィンドウズ） CD-ROMCD-ROM

■Hyper Edit
バージョン ：2.12
種　　別 ：シェアウェア（3,000円）
作　　者 ：古原伸介

（PXC03761@niftyserve.or.jp）
入　手　先 ：ニフティサーブFGALWIN

DL 6 ,#69（32ビット）
DL 14,#154 （16ビット）

http://www.bekkoame.or.jp/̃skohara/hed-
itsw.htm
関連情報 ：http://www.bekkoame.or.jp/
̃skohara/ heditsw.htm
ニフティサーブ FGALWIN14番会議室

図2 テーブルウィザードの画面
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CD-ROMに収録
（すぐに使える）
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図1 実行中の画面
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このところ、ネットスケープナビゲーターの

プラグインツールの登場が相次いでいる。

VRMLをブラウズする「ウェブFX」や「ディレ

クター」のデータをブラウズする「ショックウ

ェーブ」、リアルタイム動画の「VDOライブ」

など、着々とプラグインツールが増えてネット

スケープのアドバンテージは増すばかりだ。マ

イクロソフトのインターネットエクスプローラー

もあるが、プラグインについてはまだ現時点で

同社が作成したバーチャルエクスプローラーだ

けである。

さて、大物のプラグインツールは他のページ

も取り上げているので、今回は12月にリリース

されたコーレル社「コーレル・CMXビューアー

（Corel's CMX Viewer）」を紹介しよう。

コーレル社といえば、「コーレル・ドロー!」

などグラフィックやイメージ処理のソフトなど

で非常に有名なソフトウェア会社だ。同社のソ

フトウェアで利用される画像データ形式「CMX」

は仕様を公開しており、多くのソフトで利用可

能になっているので使ってみた人も多いと思う。

グラフィックデータがベクトルフォーマット

であることの利点の1つとして、拡大や変形が

自由自在であることが挙げられる。演算によっ

て再描画するので拡大や変形をしても自然な曲

線に見える。コーレル・CMXビューアーはネ

ットスケープナビゲーターにこのベクトルフォー

マットである「CMX」の画像データをインライ

ン表示するプラグインツールである。ホームペ

ージのデータにCMXファイルが埋め込まれてい

れば、そのままホームページの構成データの1つ

として表示してくれるので便利だ。ネットスケ

ープのプラグインとして見ているときは拡大や

変形はできないが、画像を右クリックして

「PopUp」メニューを選ぶと、専用のビューア

ーが立ち上がってポップアップ表示ができる。

ポップアップ表示すると拡大や変形は思うまま

だ。たとえば企業のロゴなどをホームページに

図3ポップアップ表示した画像を変形させた
ところ。

図1 CMXデータをインライン表示したところ。

図2  CMXデータをポップアップ表示したところ。

ベクトルフォーマットのCMX形式データをネットスケープナビゲーターでインライン表示

Corel's CMX Viewer［コーレル･CMXビューアー］ネットスケーププラグイン（ウィンドウズ） CD-ROM

■Corel CMX Viewer
バージョン ：1.0（ベータ版）
種　　別 ：フリーソフト（ベータ版）
作　　者 ：コーレル社
入手先：http://www.corel.com/corel-
cmx/Corelcmx.exe
関連情報：http://www.corel.com/corel-
cmx/
http://www.corel.com/corelcmx/real-
cmx.htm
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載せる場合、同一のページでさまざまなサイズ

のロゴを複数使うときがある。そのようなホー

ムページを作成する場合、GIFなどの画像では

それぞれのサイズで画質を確保するために、サ

イズごとにデータファイルを用意しなければな

らないが、CMXデータならば1つでOKだ。フ

ァイルサイズについても、「CMXのほうがGIF

よりも少なくて済む」とコーレル社はアナウン

スしている。また、CMXはもともと余分な空

白部分は透明の扱いであるため、透明GIFを作

成するような余分なプロセスの必要がない。実

際に、CMXのホームページでは同じデザインの

画像について、GIF形式とCMX形式の2つの

画像をならべて、画質の差をアピールしている。

これまでホームページに使われてきたGIFなど

の画像ファイルとは、それぞれの特徴を生かし

て使い分けたい。なお、このCMXビューアー

はウィンドウズ95およびNTのみ動作保証して

いる。ほかのOSへの対応にも期待したい。

（石橋文健）
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ダイアルアップ接続している人は、この国の

通信料金の高さを実感しているはず。電話料

金は刻々と課金され、さらにプロバイダーによ

っては接続料を従量制で課金されてしまう。そ

んな状況では「いったいどれだけ接続している

のか」「いくら費用がかかっているのか」という

ことを、電話料金を含めて常に自分でしっかり

と管理しておきたいものだ。

現在、パソコン通信の通信ソフトに対応し

たものとして通信料金の管理ソフトがかなり出

回っているが、インターネットのダイアルアッ

プユーザー向けにも同様のソフトが登場してい

る。

「ダイアルアップ・ウォッチャー（Dialup

Watcher）」は、ダイアルアップ接続ソフトの

動作を監視するソフトだ。プロバイダーとの接

続や切断を自動的に認識して、そのログを記録

して設定された料金表に合わせて料金を計算す

る便利なソフトである。メールなどのインター

ネットアプリケーションを起動させることがで

きるランチャーの機能も搭載されている（ただ

し正式ユーザー版を手に入れないと動作しない

ので試用はできない）。

対応している接続ソフトはネットマネージ社

の「インターネット・カメレオン」、トランス・

コスモス社の「インターネット・オフィス」、ク

ニリサーチ社の「エア・シリーズ」のほか、う

れしいことにウィンドウズ95の標準ダイアルア

ップに対応している。これらのソフトでない場

合は、手動で接続や切断を知らせることによっ

て記録できる。ウィンドウズ95とインターネッ

ト・カメレオンの場合は電話番号やプロバイダ

ー別にログを取ることができる。16ビット版と

32ビット版が用意されているが、ウィンドウズ

95の場合はどちらでも動作する。

電話料金は細かく設定でき、夜間定額制の

「テレホーダイ」や時間帯限定の割引制度など

に対応している。また、プロバイダーの料金も

基本料金や従量料金などが細かく設定できる

ようになっている。

ログ表示は接続の履歴をメニューから選べば

自動的に整理して料金を計算してテキストエデ

ィター（デフォルトではウィンドウズのメモ帳）

に直接書き出してくれる。ログそのものはカン

マ（,）区切りのCSV形式で記録されているの

で、ログを表計算ソフトに読ませて処理するこ

とができる。

さまざまな機能があって便利なダイアルアッ

プ・ウォッチャーだが、1つ惜しい点がある。導

入時の初期設定が若干面倒なことだ。自分で

設定ファイルをテキストエディターで編集し、

指定のディレクトリーに自分でコピーしなくて

はならない。これらの手順はヘルプファイルに

わかりやすく解説されてはいるが、やはり自動

的にセットアップできるようにしてほしかった。

少々残念ではある。 （石橋文健）
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ダイアルアップ接続を監視して履歴や料金を自動で記録

Dialup Watcher［ダイアルアップ・ウォッチャー］
ダイアルアップ
ユーティリティー

（ウィンドウズ） CD-ROMCD-ROM

■Dialup Watcher
バージョン ：1.07
種　　別 ：シェアウェア（1,000円）
作　　者 ：三枝慎治

（shinji@shizuokanet.or.jp）
入　手　先 ：
ftp://ftp.tohoku.ac.jp/pub/Windows/Winsoc
k/apps/dwatch/
関連情報 ：shinji@shizuokanet.or.jp

（サポートメールアドレス）

図1 実行中の画面。

図2 接続料金の設定画面。

図4 ダイアルアップネットワークの接続名。

図3 「本日の接続」ログ画面。
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インターネット関連のアプリケーションを利

用するためには、それぞれのソフトが必要とす

る接続に関する情報やヘルパーアプリケーショ

ンなどを設定する必要がある。これらの設定は

煩雑で、たとえばメールソフトを違うものに変

えるような場合、メールアドレスやサーバーの

設定など、同じ情報を何度も別々のアプリケー

ションで繰り返して設定しなければならない。

「インターネット・コンフィグ（Internet Con-

fig）」は、このような煩雑さを解消するために

開発されたものだ。アプリケーション側でイン

ターネット・コンフィグに対応していれば、一

度インターネット・コンフィグで行った設定か

らそのアプリケーションが必要とする部分を自

動的に読み込んでくれるようになる。つまり、

インターネット・コンフィグとその対応アプリ

ケーションを利用すれば、今までのようにアプ

リケーションごとに同じ設定を何度も繰り返す

必要がない。対応アプリケーションは増えつつ

ある（一覧を参照のこと）。ただ、この機能は

複数で同じマシンを共有する人や、次々と違う

アプリケーションに変えていくという人には便

利かもしれないが、あまり一般向けというわけ

ではない。それよりも、普通の人に役立つもっ

とすばらしい機能がある。

同梱されている「ICeTEe」というファイル

を機能拡張フォルダーに入れておくと、マック

OS標準のテキストエディターなどで文字列の

中にURLが出てきた場合、URLをコマンドク

リックすれば登録されたアプリケーションが起

動できるのだ。これは設定を一元化するという

本来の目的に付加された拡張機能だが、実に

使い勝手がよい。

たとえばオンラインソフトウェアを落として

きた際に、付属の「Read Me」ファイルをシン

プルテキストで読んでいるとする。その中に説

明を作者がホームページで行っているとか、最

新版はこのftpサイトで入手可能といったこと

が書かれていたとしよう。すでにインターネッ

トと接続状態にあれば、URLをコマンドキーを

押しながらクリックしてみる。するとインター

ネット・コンフィグの「ヘルパーアプリケーシ

ョン設定」で決めてあるソフトウェア（たとえ

ばネットスケープ）が自動的に起動する。ネッ

トスケープがすでに起動している場合にはホー

ムページにアクセスする。コマンドクリックし

たURLがシンプルテキストからネットスケープ

に送られて、自動的にホームページが表示され

たり、ftpを始めたりするというわけだ。試しに

メールソフトの定番である「ユードラ（Eudo-

ra）」で試してみたところ、見事にネットスケ

ープが立ち上がった。URL情報をメールでやり

とりしている人は、受け取ったメールの中に書

いてあるURLをコマンドキーを押しながらダブ

ルクリックするだけで、そのURLのホームペー

ジを見ることができる。

この機能のためだけにインストールしてもよ

いだろう。本来は多くのアプリケーションの設

定情報を一元化するという目的で開発された

ものだが、最近はいろいろな使い方ができるよ

うに拡張されてきた。今後が楽しみである。

（岡井透）
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受けっ取ったメールのURLをクリックするとネットスケープが起動する

Internet Config［インターネット・コンフィグ］
インターネット
設定ツール

（マッキントッシュ）
CD-ROMCD-ROM

■Internet Config
バージョン ：1.2
種　　別 ：フリーウェア
作　　者 ：Peter N. Lewis & Quinn

"The Eskimo!"
入　手　先 ：
ftp://ftp.share.com/pub/internet-configura
tion/InternetConfig1.2.sit（binary file）
ftp://ftp.riken.go.jp/info-mac/comm/tcp/
internet-config-12.hqx（BinHex file）
関連情報 ：
http://coos.dartmouth.edu/̃emk/ic/index.
html
ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/cmp/extensio
n -to-type-3.hqx
mailto:internet-config@share.com

（サポートメールアドレス）

図1 インターネット・コンフィグの
起動画面

図2 受け取ったメールのURLを
クリックすると、ネットスケー
プが自動的に立ち上がり、すぐ
にそのURLにアクセスする

■対応アプリケーション
（1995年8月23日現在）
･ NewsWatcher 2.1.1
･ Register 1.1以降
･ NotifyMail 2.5以降
･ BlitzMail 2.0.2以降
･ MacGzip 0.2.2以降
･ FTPd 2.4.0以降
･ ICeTEe 1.1以降
･ Internet Config Access
･ Mpack 1.5以降
･ BBEdit 3.1.1以降
･ NewsHopper 1.1以降
･ Anarchie 1.5.0以降
･ NCSA Telnet 2.6.1d7以降
･ Black Night 0.1.4以降
･ DropURL 1.1以降
･ CyberFinder
･ Symantec Project Manager
8.0.3以降
･ Personal Log 2.0以降
･ WASTE テキスト編集エンジ
ンを採用したアプリケーション
･ Claris Emailer
･ Fetch 3.0
･ PowerMail
･ ICScriptor
･ Kapito
･ Style 1.3.2以降

図3 「ヘルパーアプリケーション」にネット
スケープを登録しておくことが必要
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